
大野市議会議員   林よりかず活動報告

　大野市最大の財産は「人」です。子育て世代の将来への不安を取り除く政策
パッケージの提供や、小学校と中学校で異なる課題に向き合った小中学校再編
計画の見直しへの対応を求めました。今後は、市全体が一つの流域である本
市の水循環の特長を「誇り」に、名水とともに生きている意識を醸成して市民の
自信につなげてまいります。 

　頻発する災害に備えて、自らも「防災士」の資格を取得。自主防災組織など近
所で助け合う共助の推進や啓発活動に取り組んでいます。今後は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により社会全体が大きく変わる中、人口減少時代のニュー
ノーマル（新しい常態）への対応とデジタル化の推進に力を注いでまいります。

　地元企業が本市の財政や雇用はもちろん、地域社会に果たす役割は大きいこと
から、地域内消費の促進や設備投資支援などを求めました。今後は、農林業や
商工業などに深く関わる観光業の底上げなど、市街地活性化と中部縦貫自動車
道の開通効果を最大限に活かしたまちづくり・地域づくりに尽力してまいります。

　将来への負担先送りは、子どもたちへの説明責任が伴います。行政経営の
視点を持って、税金の使い道や公共施設の再編・民間への開放など政策提案
していきます。

　職員の不祥事や副市長の解職など、行政運営の基本となる市民との信頼を失墜する行為
が相次いで発生したことを重く受け止め、 不祥事再発防止に向けた第三者委員会の設置を求
めるとともに、 信頼回復に向け全職員一丸となって取り組むよう求めました。また、 整備してき
た公共施設の再編やスリム化・集約化により、新たな需要に応えられる財政の立て直しを成
し遂げなければならず、 人口減少下の将来世代に過度な負担を強いることのない行政経営の
視点が求められます。 すべての部局において取り組みを促しています。
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さい。

小山小学校児童の発表をオンラインでつ
なぎ、公民館で鑑賞する地域住民の皆さ
ん。コロナ禍の新たな取り組みです。

今冬の大雪、市民生活を支えるため、連日
の除雪車出動。感謝申し上げます。

時計回りの通行


